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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
　酸化剤を含有する組成物Ｂ；
　粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
　組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓで
ある毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容
器部と該塗布部とを連通し、且つ最狭部の直径が５～１５ｍｍである液導出路を有する延
長部から構成される毛髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
　組成物Ａ、組成物Ｂ及び組成物Ｃはそれぞれ独立して別個の容器内に収容されており、
　該容器部が、外容器と、該外容器内に配置され、口部が該外容器の円筒状の口部内面に
気密に接合された内袋とを有する容器本体と、該容器本体の口首部に取り付けられる逆止
弁付きの接続キャップとからなる二重構造であり、
　該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状
に配置された複数の櫛歯を有し、
　該容器部の該外容器における該接続キャップに覆われていない部分から、該液導出路を
含む、該櫛部までの距離Ｌが４０～２００ｍｍである毛髪化粧品。
【請求項２】
　アルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ａ'；
　酸化剤を含有する組成物Ｂ；並びに
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　組成物Ａ'及びＢの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓであ
る毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容器
部と該塗布部とを連通し、且つ最狭部の直径が５～１５ｍｍである液導出路を有する延長
部から構成される毛髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
　組成物Ａ’及び組成物Ｂはそれぞれ独立して別個の容器内に収容されており、
　該容器部が、外容器と、該外容器内に配置され、口部が該外容器の円筒状の口部内面に
気密に接合された内袋とを有する容器本体と、該容器本体の口首部に取り付けられる逆止
弁付きの接続キャップとからなる二重構造であり、
　該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状
に配置された複数の櫛歯を有し、
　該容器部の該外容器における該接続キャップに覆われていない部分から、該液導出路を
含む、該櫛部までの距離Ｌが４０～２００ｍｍである毛髪化粧品。
【請求項３】
　前記液導出路における最狭部での直径をａ（ｍｍ）とし、前記毛髪化粧料の３０℃にお
ける粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたとき、ａ／ｂの値が０．１～５である請求項１又は２に
記載の毛髪化粧品。
【請求項４】
　前記容器部の体積に占める、前記毛髪化粧料が収容された状態での該容器部のヘッドス
ペースの体積の割合をｃ（％）とし、該毛髪化粧料の３０℃における粘度をｂ（Ｐａ・ｓ
）としたとき、ｃ／ｂの値が０．５～１５である請求項１ないし３のいずれか一項に記載
の毛髪化粧品。
【請求項５】
　前記毛髪化粧料が、粉末成分を含む液状体である請求項１ないし４のいずれか一項に記
載の毛髪化粧品。
【請求項６】
　前記毛髪化粧料の２５℃におけるｐＨが８～１２．５である請求項１ないし５のいずれ
か一項に記載の毛髪化粧品。
【請求項７】
　前記毛髪化粧料塗布具はその全長が５～４０ｃｍである請求項１ないし６のいずれか一
項に記載の毛髪化粧品。
【請求項８】
　アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
　酸化剤を含有する組成物Ｂ；
　粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
　組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓで
ある毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容
器部と該塗布部とを連通し、且つ最狭部の直径が５～１５ｍｍである液導出路を有する延
長部から構成される毛髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、該塗布部が、吐
出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状に配置された複数
の櫛歯を有する毛髪化粧品を用いた毛髪の染毛又は脱色方法であって、
　該毛髪化粧品は、該容器部の外容器における接続キャップに覆われていない部分から、
該液導出路を含む、該櫛部までの距離Ｌが４０～２００ｍｍであり、
　以下の工程１）ないし４）を有する毛髪の染毛又は脱色方法。
　１）前記組成物Ａ、Ｂ及びＣを、前記容器部内において混合して、該容器部内において
前記毛髪化粧料を生じさせる工程。
　２）前記毛髪化粧料を収容した前記容器部と、前記塗布部と、前記延長部とを組み付け
られた状態の毛髪化粧料塗布具を用い、前記延長部の前記液導出路を介して、前記容器部
から前記塗布部へ前記毛髪化粧料を供給する工程。
　３）前記吐出口から前記毛髪化粧料を吐出させ、前記櫛部の内側に前記毛髪化粧料を溜
める工程。
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　４）前記櫛部の内側に溜められた前記毛髪化粧料を毛髪に塗布する工程。
【請求項９】
　アルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ａ'；
　酸化剤を含有する組成物Ｂ；並びに
　組成物Ａ'及びＢの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓであ
る毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容器
部と該塗布部とを連通し、且つ最狭部の直径が５～１５ｍｍである液導出路を有する延長
部から構成される毛髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、該塗布部が、吐出
口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状に配置された複数の
櫛歯を有する毛髪化粧品を用いた毛髪の染毛又は脱色方法であって、
　該毛髪化粧品は、該容器部の外容器における接続キャップに覆われていない部分から、
該液導出路を含む、該櫛部までの距離Ｌが４０～２００ｍｍであり、
　以下の工程１）ないし４）を有する毛髪の染毛又は脱色方法。
　１）前記組成物Ａ’及びＢを、前記容器部内において混合して、該容器部内において前
記毛髪化粧料を生じさせる工程。
　２）前記毛髪化粧料を収容した前記容器部と、前記塗布部と、前記延長部とを組み付け
られた状態の毛髪化粧料塗布具を用い、前記延長部の前記液導出路を介して、前記容器部
から前記塗布部へ前記毛髪化粧料を供給する工程。
　３）前記吐出口から前記毛髪化粧料を吐出させ、前記櫛部の内側に前記毛髪化粧料を溜
める工程。
　４）前記櫛部の内側に溜められた前記毛髪化粧料を毛髪に塗布する工程。
【請求項１０】
　前記組成物Ａ、Ｂ及びＣを前記容器部内に入れた後、該容器部の開口部を、閉栓部材で
閉塞するか又は前記延長部で閉塞し、その閉塞状態下に該組成物Ａ、Ｂ及びＣを該容器部
内で混合する請求項８に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【請求項１１】
　アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
　酸化剤を含有する組成物Ｂ；
　粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
　組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓで
ある毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容
器部と該塗布部とを連通し、且つ最狭部の直径が５～１５ｍｍである液導出路を有する延
長部から構成される毛髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
　組成物Ａ、組成物Ｂ及び組成物Ｃはそれぞれ独立して別個の容器内に収容されており、
　該容器部が、外容器と、該外容器内に配置され、口部が該外容器の円筒状の口部内面に
気密に接合された内袋とを有する容器本体と、該容器本体の口首部に取り付けられる逆止
弁付きの接続キャップとからなる二重構造であり、
　前記毛髪化粧料の２５℃におけるｐＨが８．０～１２．５であり、
　前記液導出路における最狭部での直径をａ（ｍｍ）とし、前記毛髪化粧料の３０℃にお
ける粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたとき、ａ／ｂの値が０．１～５であり、
　前記容器部の体積に占める、前記毛髪化粧料が収容された状態での該容器部のヘッドス
ペースの体積の割合をｃ（％）としたとき、ｃ／ｂの値が０．５～１５であり、
　前記容器部の前記外容器における前記接続キャップに覆われていない部分から、前記液
導出路を含む、前記櫛部までの距離Ｌが４０～２００ｍｍであり、
　前記毛髪化粧料塗布具はその全長が５～４０ｃｍである、毛髪化粧品。
【請求項１２】
　アルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ａ'；
　酸化剤を含有する組成物Ｂ；並びに
　組成物Ａ'及びＢの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓであ
る毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容器
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部と該塗布部とを連通し、且つ最狭部の直径が５～１５ｍｍである液導出路を有する延長
部から構成される毛髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
　組成物Ａ’及び組成物Ｂはそれぞれ独立して別個の容器内に収容されており、
　該容器部が、外容器と、該外容器内に配置され、口部が該外容器の円筒状の口部内面に
気密に接合された内袋とを有する容器本体と、該容器本体の口首部に取り付けられる逆止
弁付きの接続キャップとからなる二重構造であり、
　前記毛髪化粧料の２５℃におけるｐＨが８．０～１２．５であり、
　前記液導出路における最狭部での直径をａ（ｍｍ）とし、前記毛髪化粧料の３０℃にお
ける粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたとき、ａ／ｂの値が０．１～５であり、
　前記容器部の体積に占める、前記毛髪化粧料が収容された状態での該容器部のヘッドス
ペースの体積の割合をｃ（％）としたとき、ｃ／ｂの値が０．５～１５であり、
　前記容器部の前記外容器における前記接続キャップに覆われていない部分から、前記液
導出路を含む、前記櫛部までの距離Ｌが４０～２００ｍｍであり、
　前記毛髪化粧料塗布具はその全長が５～４０ｃｍである、毛髪化粧品。
【請求項１３】
　前記塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように配置さ
れた複数の櫛歯を有する請求項１１又は１２に記載の毛髪化粧品。
【請求項１４】
　前記櫛歯が略円環状に配置されている請求項１３に記載の毛髪化粧品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、毛髪化粧品及びそれを用いた毛髪の染毛又は脱色方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来、毛髪の染毛や脱色の施術においては、浅底の容器に盛られた毛髪化粧料を塗布具
に移し取って毛髪に塗布する動作を繰り返し行っていた。この繰り返し操作は煩雑である
ため、施術に失敗する原因となることが多い。そこで、この繰り返し操作をなくすため、
毛髪化粧料の貯蔵部から連結部を介して塗布部へと該毛髪化粧料を供給する貯蔵部塗布部
一体型染毛道具が提案されている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
  この技術とは別に、毛髪の染毛や脱色において明瞭な施術効果を得るためには高い脱色
力が必要であり、その目的のために、過硫酸塩等の粉末状の酸化助剤を用いた毛髪化粧料
が提案されている（例えば特許文献２参照）。しかしながら、明瞭な施術効果を得るべく
粉末状の酸化助剤を用い、同時に塗布動作を簡便なものにするために一体型染毛道具を用
いた場合には、粉末状の酸化助剤を一体型染毛道具の貯蔵部内で他の成分と混合分散して
毛髪化粧料を調製することが困難であるという新たな問題が生じる。また、毛髪化粧料の
吐出性が低下するという新たな問題も生じる。これらの問題を解消するために、毛髪化粧
料の粘度を低くしてその流動性を高くすると、頭髪への塗布時に毛髪化粧料が垂れ落ちや
すくなる。また、塗布後に毛髪化粧料が頭髪の他の部分や、頭髪以外の部位に付着しやす
くなる。
【０００４】
  ところで毛髪の染毛や脱色においては、頭髪の全部を一様に染毛する、いわゆる全体染
めと、頭髪の一部を選択して染毛するハイライティングと呼ばれる部分染めがある。全体
染めの場合は、頭髪のうち特定部位を選択する必要がないので、染毛作業は比較的容易で
ある。これに対して部分染めは作業が比較的煩雑である。例えばヘアサロンでは、いわゆ
るテールコームと呼称される櫛の先細のテール部分で、部分染めする頭髪を層状に頭部か
ら引き出し、その頭髪に刷毛で染毛剤を塗布している。しかし、このようなヘアサロンの
作業を個人が自身で実施することは困難である。
【０００５】
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  そこで、このような部分染めを個人が自身で実施するための専用の器具が提案されてい
る。例えば特許文献３には、内部にカラー剤を流通させるための流通路が形成された中空
の筒形状をなすノズル本体の先端に、一対の開口溝を配置した染毛用ノズルが提案されて
いる。一対の開口溝の間隙には、部分染めする頭髪を挿通させることができるようになっ
ている。部分染めを行う場合には、吐出容器に装着したノズルの開口溝に、部分染めした
い頭髪を束状に挿通させる。そして、ノズルの先端を頭髪の根本部分に位置させておき、
吐出容器を押圧しながら、部分染めする頭髪の根本部分から毛先部分までノズルを移動さ
せる。すると、開口溝に染毛剤が吐出されるので、これで頭髪の所望部分が部分染めされ
ることになる。
【０００６】
  しかし、特許文献３に記載のノズルを用いた場合、部分染めする頭髪の完全に根本の部
分を染毛することは困難である。この理由は、ノズルの基端（容器との接続部）の所定幅
の分だけ、頭髪の根本に対して開口溝を完全に接近させることが困難なためである。また
、同文献に記載のノズルを用いた場合、毛先を指で摘んで頭髪をぴんと張った状態で一対
の開口溝の間に頭髪に通す必要があることから、頭髪の最も先端を染毛することはできな
い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０００－１６４７０号公報
【特許文献２】特開２００６－１６９２０３号公報
【特許文献３】特開平１０－２９０７１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
  したがって本発明の課題は、前述した従来技術が有する欠点を解消し得る毛髪化粧品を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
  本発明は、アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；
  粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
  組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓで
ある毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容
器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛髪化粧料塗布具；
を具備する毛髪化粧品であって、
  該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状
に配置された複数の櫛歯を有する毛髪化粧品を提供するものである。
【００１０】
  また本発明は、アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；
  粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
  組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓで
ある毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容
器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛髪化粧料塗布具；
を具備する毛髪化粧品であって、
  前記毛髪化粧料の２５℃におけるｐＨが８．０～１２．５であり、
  前記液導出路における最狭部での直径をａ（ｍｍ）とし、前記毛髪化粧料の３０℃にお
ける粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたとき、ａ／ｂの値が０．１～５であり、
  前記容器部の体積に占める、前記毛髪化粧料が収容された状態での該容器部のヘッドス
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ペースの体積の割合をｃ（％）としたとき、ｃ／ｂの値が０．５～１５であり、
  前記毛髪化粧料塗布具はその全長が５～４０ｃｍである、毛髪化粧品を提供するもので
ある。
【００１１】
  更に本発明は、アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；
  粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
  組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓで
ある毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗布部、及び該容
器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛髪化粧料塗布具；
を具備する毛髪化粧品であって、該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出
口の周囲を囲むように略円環状に配置された複数の櫛歯を有する毛髪化粧品を用いた毛髪
の染毛又は脱色方法であって、
  以下の工程１）ないし３）を有する毛髪の染毛又は脱色方法を提供するものである。
  １）前記組成物Ａ、Ｂ及びＣを、前記容器部内において混合して、該容器部内において
前記毛髪化粧料を生じさせる工程。
  ２）前記毛髪化粧料を収容した前記容器部と、前記塗布部と、前記延長部とを組み付け
られた状態の毛髪化粧料塗布具を用い、前記延長部の前記液導出路を介して、前記容器部
から前記塗布部へ前記毛髪化粧料を供給する工程。
  ３）前記塗布部に供給された前記毛髪化粧料を毛髪に塗布する工程。
【発明の効果】
【００１２】
  本発明によれば、塗布具の容器部内において各組成物を混合したときの混合性が良好で
あり、かつ混合によって生じた毛髪化粧料が適度な流動性を呈する毛髪化粧品が提供され
る。本発明の毛髪化粧品は、特に毛髪の部分染め、とりわけ筋状塗布を行う場合にその効
果が顕著なものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の毛髪化粧品に用いられる毛髪化粧料塗布具の一実施形態を    
示す一部破断側面図である。
【図２】図２は、図１に示す毛髪化粧料塗布具の塗布部の拡大斜視図である。
【図３】図３は、図１に示す毛髪化粧料塗布具の塗布部の櫛歯台を、櫛部が突出する面側
から見た平面図である。
【図４】図４は、図１に示す毛髪化粧料塗布具の塗布部と延長部との接続状態を示す部分
断面図である。
【図５】図５は、図１に示す毛髪化粧料塗布具における筒状の櫛部の内側の空間内に液状
又は泡状の毛髪化粧料を貯留させた状態を示す斜視図である。
【図６】図６は、図１に示す毛髪化粧料塗布具を用いて頭髪に毛髪化粧料を塗布する様子
を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
  以下本発明を、その好ましい実施形態に基づき説明する。本発明の毛髪化粧品は、頭髪
が主たる適用対象であり、頭髪の染毛、脱色及び脱染に用いられる。すなわち、本発明に
おいて、毛髪化粧品が染料を含有する場合、該毛髪化粧品は頭髪を染毛するために用いら
れ、染料を含有しない場合は、頭髪を脱色するために用いられる。更に、すでに染毛剤が
適用された頭髪に、本発明の毛髪化粧品を用いる場合、該毛髪化粧品は頭髪を脱染するた
めに用いられる。毛髪化粧品は、（ｉ）アルカリ剤を含有する組成物Ａ、（ii）酸化剤を
含有する組成物Ｂ、（iii）粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ及び（iv）毛髪化粧料
塗布具の少なくとも４つを要素とし、これらが１つのパッケージ内に収納されたキットの
形態をなしている。あるいは、毛髪化粧品は、（i'）アルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を
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含有する組成物Ａ'、（ii）酸化剤を含有する組成物Ｂ及び（iv）毛髪化粧料塗布具の少
なくとも３つを要素とし、これらが１つのパッケージ内に収納されたキットの形態をなす
こともある。いずれの毛髪化粧キットであっても、組成物Ａ、組成物Ｂ、組成物Ｃ及び組
成物Ａ'は、それぞれ独立して個別の容器内に収容されている。本発明の毛髪化粧品の使
用前の状態においては、各組成物は容器内に密封収容されている。
【００１５】
  本発明の毛髪化粧品が染毛用の化粧品である場合、組成物Ａはアルカリ剤の他に染料を
含有し、組成物Ａ'はアルカリ剤及び粉末状の酸化助剤の他に染料を含有する。本発明の
毛髪化粧品が脱色用の化粧品である場合、組成物Ａは染料を含有することなくアルカリ剤
を含有し、組成物Ａ'は染料を含有することなくアルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を含有
する。本発明の毛髪化粧品が染毛用であるか、それとも脱色用であるかを問わず、組成物
Ａは、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であっても良いが
、好ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体である。一方、組成
物Ａ'は、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であっても良
いが、好ましくは粉状体又はペースト状体であり、より好ましくは粉状体である。
【００１６】
  組成物Ｂに関しては、本発明の毛髪化粧品が染毛用であるか、それとも脱色用であるか
を問わず、液状体であっても、又はクリーム状体乃至ペースト状体であっても良いが、好
ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体である。組成物Ｃは一般
に粉状体である。
【００１７】
  先に述べたとおり、各組成物はそれぞれ独立して別個の容器内に密封収容されている。
組成物が液状体である場合、該組成物を収容する容器としては例えば、上方を向いて開口
した口首部を有し、該口首部が閉栓部材で閉塞可能になっているボトルを用いることがで
きる。組成物がクリーム状体である場合、該組成物を収容する容器としては例えば、チュ
ーブを用いることができる。組成物が粉状体である場合、該組成物を収容する容器として
は例えば、小袋（パウチ）を用いることができる。
【００１８】
  図１には、本発明の毛髪化粧品の一要素である毛髪化粧料塗布具（以下、単に「塗布具
」ともいう。）の一実施形態の一部破断側面図が示されている。塗布具１は、図１に示す
ように、剤吐出口２１及び該剤吐出口２１の周囲を囲むように略円環状に配置された複数
の櫛歯２２からなる櫛部２３を有する塗布部２と、毛髪化粧料（図示せず）を収容し、該
毛髪化粧料を塗布部２に供給可能な容器部４とを有する。また塗布具１は、毛髪化粧料を
容器部４から塗布部２に供給するための液導出路５１を持つ延長部５を有する。
【００１９】
  塗布部２は、頭髪に接触する部分であり、頭髪を櫛部２３で梳きながら該頭髪に毛髪化
粧料を塗布可能になっている。塗布部２は、図２及び図３に示すように、平面視円形状の
櫛歯台２０を備えており、該櫛歯台２０の中央部に、延長部５を通じて供給された毛髪化
粧料が吐出される剤吐出口２１が開口している。櫛歯２２は、櫛歯台２０に、剤吐出口２
１の周囲を囲むように略円環状に多数立設されている。これらの櫛歯２２によって、櫛歯
台２０上に、円筒状の櫛部２３が形成されている。櫛歯２２及び櫛歯台２０は、合成樹脂
により一体に成形されている。櫛歯２２は、図３に示すように、平面視形状及び横断面形
状が円形状であり、剤吐出口２１を囲む円形のライン２４上に等間隔に配置されている。
尤も、各櫛歯２２は、それを配置した軌跡が等方性のある図形を描くように配置されてい
れば、円形のライン２４上に配置されていることを要しない。例えば、正三角形、正六角
形又は正八角形等の正多角形の軌跡を描くように各櫛歯２２が配置されていればよい。本
発明における「略円環状」とは、このような正多角形も含む概念である。
【００２０】
  図４に示すように、延長部５の上端は開口しており、開口端に環状リブ５２が突設され
ている。一方、塗布部２の櫛歯台２０の下面部には、環状リブ５２と相補形状をなす環状
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溝部２６が凹設されている。そして、環状リブ５２と環状溝部２６とが嵌合することで、
延長部５と塗布部２とが結合する。延長部５の下端については、以下に述べる接続キャッ
プ４５（図１参照）の上端と嵌合可能になっており、該嵌合によって延長部５と接続キャ
ップ４５とが結合している。
【００２１】
  図１に戻ると、容器部４は、スクイズ可能な有底筒状の外容器４２と、外容器４２内に
配置され、口部が外容器４２の円筒状の口部内面に気密に接合された内袋４３とを有する
容器本体４１と、容器本体４１の口首部に取り付けられる逆止弁４４付きの接続キャップ
４５とからなる二重構造の容器からなる。接続キャップ４５の内面にはネジ山が設けられ
ており、このネジ山は、容器本体４１の口首部の外面に設けられたネジ山と螺合可能にな
っている。容器部４は、外容器４２を片手で把持し、その片手で該外容器４２をスクイズ
することにより、外容器４２自体又は外容器４２と内袋４３との間の空気が、内部の内袋
４３を押圧し、それにより内袋４３内の毛髪化粧料が押し出されて液導出路５１を介して
剤吐出口２１に供給される。接続キャップ４５の上部には、容器部４と塗布部２との間に
所定の間隔を形成する延長部５が結合しており、延長部５の他端は、前記の櫛歯台２０の
裏面側に結合している。延長部５は、内部に液導出路５１を備え、液導出路５１を介して
、容器部４と剤吐出口２１との間を連通している。
【００２２】
  外容器４２の円筒状の口部には、外容器４２と内袋４３との間の空間と、外容器４２の
外部とを連通する吸入孔４２ａが形成されている。そして、押圧されて変形した外容器４
２が、弾性復元力により元の状態に戻るときに、容器１の外部の空気が、接続キャップ４
５の下端と外容器４２との間に設けた隙間４２ｂ及び前記の吸入孔４２ａを通って、外容
器４２と内袋４３との間に流入する。容器部４は、このような構成を有することで、外周
面を押圧して変形させる操作を繰り返すことにより、内容物である毛髪化粧料を徐々に剤
吐出口２１から吐出させることができる。
【００２３】
  容器部４に、このような二重構造の容器を用いることにより、内部の毛髪化粧料の残量
が減っても、容器部４がしぼんで把持しにくくなることを防止できる。また、接続キャッ
プ４５や、容器部４内の空間と剤吐出口２１とを連通する液導出路５１等に逆止弁４４を
設けて、剤の吐出後に空気が液導出路５１や容器部４に逆流することを防止することによ
り、次回の吐出の際に、毛髪化粧料が出にくくなったり毛髪化粧料が飛び散ったりするこ
とを防止することができる。更に逆止弁４４を設けることで、塗布部２と容器部４との空
間的な位置関係がいかなる場合であっても、毛髪化粧料を塗布部２へ供給することができ
る。容器部４の外容器４２における接続キャップ４５に覆われていない部分から櫛部２３
までの距離Ｌ（図１参照）は、頭髪への塗布状態の目視による確認性を高める観点及び塗
布作業の容易等の観点から、４０～２００ｍｍであることが好ましく、より好ましくは７
０～１２０ｍｍであり、更に好ましくは８０～１００ｍｍである。
【００２４】
  以上の構成を有する塗布具１は、本発明の毛髪化粧品の使用前においては分解された状
態になっている。例えば容器本体４１と、塗布部２、延長部５及び接続キャップ４５の３
つが結合した部材との２パーツの状態になっている。
【００２５】
  本発明の毛髪化粧品の使用に際しては、各組成物を混ぜ合わせることで毛髪化粧料を生
じさせる。この混ぜ合わせは、例えば容器内に組成物Ａ、Ｂ及びＣを入れること、容器内
に組成物Ａ及びＢを入れた後、組成物Ｃを入れること、容器内に組成物Ａ及びＣを入れた
後、組成物Ｂを入れること、容器内に組成物Ｂ及びＣを入れた後、組成物Ａを入れること
で達成される。より具体的には、組成物Ｂを収容している容器内に、組成物Ａ及びＣを入
れること、組成物Ｂを収容している容器内に、組成物Ａを入れ、次いで組成物Ｃを入れる
こと、組成物Ｂを収容している容器内に、組成物Ｃを入れ、次いで組成物Ａを入れること
で達成される。これらの中でも、混合を首尾よく行う観点から、組成物Ｂを収容している



(9) JP 5990032 B2 2016.9.7

10

20

30

40

50

容器内に、組成物Ｃを入れ、次いで組成物Ａを入れることが好ましい。組成物Ｂと組成物
Ｃを混合する前に、組成物Ｂと組成物Ａとを混合すると、混合物が増粘しやすく、その後
に加える組成物Ｃの混合が首尾良く行えない場合がある。組成物Ａ'及びＢを用いる場合
には、混ぜ合わせは、例えば容器内に組成物Ａ'及びＢを入れることで達成され、より具
体的には組成物Ｂを収容している容器内に、組成物Ａ'を入れることが好ましい。これら
の混合態様に代えて、キットのパッケージ中にブランクの容器を１つ追加しておき、該ブ
ランクの容器に、各組成物を前記の順序で入れて混合することもできる。いずれの場合で
あっても、各組成物を混ぜ合わせる容器としては、上述した塗布具１の一部である容器部
４を用いることが有利である。この場合、毛髪化粧品の使用前においては、容器部４を組
成物Ｂの収納容器として用い、かつ毛髪化粧品の使用時には、容器部４を毛髪化粧料の収
納容器とすれば、キットに含まれる容器の数を減らすことができるという利点がある。
【００２６】
  各組成物を容器部４内に入れたら、該容器部４の開口部を閉栓部材で閉塞し、その閉塞
状態下に該容器を振って各組成物の混合を促進させ、毛髪化粧料を生じさせる。これに代
えて、容器部４の開口部を、塗布部２が取り付けられた状態の延長部５で閉塞し、その閉
塞状態下に該容器部４を振って各組成物の混合を促進させることもできる。
【００２７】
  具体的には、（イ）容器部４に組成物Ａ、Ｂ及びＣが入った状態で、該容器部４を振っ
て各組成物の混合を促進しても構わない。また、（ロ）容器部４に組成物ＢとＣとが入っ
た状態で該容器部４を振り、その後組成物Ａを該容器部４に入れて再度容器部４を振って
各組成物の混合を促進しても構わない。また、（ハ）容器部４に組成物ＡとＣとが入った
状態で該容器部４を振り、その後組成物Ｂを該容器部４に入れて再度該容器部４を振って
混合を促進しても構わない。更に、（ニ）組成物ＡとＢが入った状態で該容器部４を振り
、その後組成物Ｃを該容器部４に入れて再度該容器部４を振って混合を促進しても構わな
い。これらの中でも、（ロ）が混合を首尾よく行う観点から好ましい。
【００２８】
  各組成物の混合が完了して毛髪化粧料が生じたら、これを頭髪に塗布する。容器部４の
開口部を閉栓部材で閉塞している場合には、該閉栓部材を開口部から取り外し、次いで塗
布部２が取り付けられた状態の延長部５を容器部４に取り付ければよい。これによって、
毛髪化粧料を収容した容器部４と、塗布部２と、延長部５とが組み付けられた状態の毛髪
化粧料塗布具１が完成する。各組成物の混合時に、容器部４の開口部に、塗布部２が取り
付けられた状態の延長部５を取り付けて閉塞した場合には、混合が完了した時点で、毛髪
化粧料を収容した容器部４と、塗布部２と、延長部５とが組み付けられた状態の毛髪化粧
料塗布具１が完成する。そして、この毛髪塗布具１を用いて毛髪化粧料を頭髪に塗布する
。具体的には以下の操作を行う。
【００２９】
  まず外容器４２を片手で把持して繰り返しスクイズすることにより、容器部４内の毛髪
化粧料を塗布部２に送り、剤吐出口２１から毛髪化粧料を吐出させる。そして、図５に示
すように、筒状の櫛部２３の内側に所望の量の毛髪化粧料３を溜める。次いで、毛髪化粧
料３を保持した塗布部２を、図６に示すように頭部に移動し、櫛部２３を頭髪側に向けて
押し当てる。引き続き、塗布部２を、頭髪の毛先方向に向けて移動させ、櫛部２３で頭髪
を梳きながら、隣接した櫛歯２２間に挿入された頭髪に対して頭髪処理剤３を塗布する。
先に述べたとおり、剤吐出口２１の櫛歯２２は、各櫛歯２２によって描かれる軌跡が等方
性の図形である略円環となるように配置されているので、塗布部２の移動中に、該塗布部
２の向きが意図せず変わったとしても、毛髪化粧料の塗布幅は実質的に変わらないので、
毛髪化粧料を略一定の幅で容易に塗布することができる。
【００３０】
  塗布部２を、頭部の頭頂部側から頭髪の毛先方向に向かって一回移動させる一度の塗布
操作で、頭髪に、ある程度の塗布幅で、ある程度の長さにわたって剤を塗布できるように
する観点、及び櫛歯２２間からの化粧料の漏れ防止の観点等から、頭髪長さが約２０～２
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５ｃｍのミディアムヘアの女性の場合には、櫛歯２２の高さは、５～３０ｍｍであること
が好ましく、更に好ましくは５～２０ｍｍであり、一層好ましくは７～１７ｍｍである。
同様の観点等から、櫛歯２２の基端部の断面中心が外接して通る円状ライン２４の内径Ｌ
４（図３参照）は、５～３０ｍｍであることが好ましく、より好ましくは５～２０ｍｍ、
更に好ましくは５～１５ｍｍであり、一層好ましくは８～１３ｍｍである。かかる内径Ｌ
４の範囲は、ハイライティングを行う場合に好ましい筋幅となる範囲でもある。内径Ｌ４
を前記の範囲内にすることで、ハイライティングの筋幅を適切にでき自然な仕上がりを達
成することができる。本発明において、ハイライティングとは、頭髪の一部を、その根本
から毛先にわたって筋状に脱色又は染毛することである。なお、本発明において、櫛部の
内径とは、櫛歯２２の基端部の断面中心が外接して通る円状ラインの内径をいう。また、
櫛歯２２の幅Ｗは、櫛歯の機械的強度を上げると共に、櫛歯を毛髪に挿入させ易くさせる
観点から、０．１～５ｍｍであることが好ましく、より好ましくは０．１～３ｍｍであり
、更に好ましくは０．５～２．５ｍｍである。幅Ｗとは、剤吐出口中央部側から櫛歯をみ
たときの投影幅である（図３）。
【００３１】
  上述した各組成物及び塗布具１を構成要素として備えるキットからなる本発明の毛髪化
粧品においては、明瞭な施術効果を容易に達成するために、互いに影響しあう以下の三つ
要因（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）のバランスを図ることが有利であることが本発明者らの検
討の結果判明した。
（ａ）毛髪化粧料の粘度。
（ｂ）延長部５における液導出路５１の直径と長さ。
（ｃ）容器部４の体積に占める、毛髪化粧料３が収容された状態での該容器部４のヘッド
スペースの体積の割合。
【００３２】
  前記の（ａ）については、各組成物の混合によって生じる毛髪化粧料３の粘度が低い場
合にはその流動性が高くなり、粉末状の酸化助剤を含む組成物Ｃ又は組成物Ａ'を均一に
混合及び分散させやすくなるという利点がある。また毛髪化粧料３の塗布性や吐出性が優
れるという利点もある。反面、塗布時に毛髪化粧料３が垂れ落ち易くなり、使用性に劣る
という欠点がある。逆に、毛髪化粧料３の粘度が高い場合には、塗布時に毛髪化粧料３が
垂れ落ち難くなり、使用性に優れるという利点がある。その反面、粉末状の酸化助剤を含
む組成物Ｃ又は組成物Ａ'を均一に混合及び分散させることが容易でないという欠点や、
毛髪化粧料の塗布性及び吐出性が劣るという欠点がある。このように、粉末状の酸化助剤
の均一分散性や混合性を高め、かつ毛髪化粧料の塗布性及び使用性を高めることは、二律
背反の関係にある。
【００３３】
  前記の（ｂ）については、延長部５における液導出路５１の直径が大きい場合には、毛
髪化粧料３が容器部４から塗布部２へ円滑に移動するための空間が十分確保されるので、
毛髪化粧料３の吐出性が良好になるという利点がある。しかし、液導出路５１の直径が大
きい場合、延長部５が長すぎると、十分な量の毛髪化粧料３を押し出すには容器部４のス
クイズ操作を複数回繰り返さなければならないという欠点がある。また、延長部５は長す
ぎても短すぎても、塗布具１の操作性が低下する。
【００３４】
  前記の（ｃ）については、本発明においては、容器部４にヘッドスペースを設けること
が好ましい。本発明において用いる組成物Ｃ又は組成物Ａ'は、粉末状の成分を含有して
おり、該成分は他の成分と混合し難いので、各成分の混合時には振盪を行い、混合を促進
させる必要がある。そこで、振盪を効果的に行うために、各組成物を混合するための容器
である容器部４に各組成物が入れられた状態で十分なヘッドスペースを確保している。し
たがって、容器部４の体積に占めるヘッドスペースの体積の割合が大きい場合には、各組
成物を混合して毛髪化粧料を生じさせるときに、各組成物が移動する空間が十分に確保さ
れて混合性が高まるという利点がある。その反面、容器部４の体積が大きくなって、該容
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器部４を把持し難くなり、ひいてはスクイズし難くなるという欠点、キットのパッケージ
が嵩高くなり、商品の陳列スペースを多くとってしまうという欠点等がある。逆に、容器
部４の体積に占めるヘッドスペースの体積の割合が小さい場合には、容器部４の体積を小
さくできるので、キットのパッケージを小さくできるという利点がある。その反面、各組
成物を十分に混合させづらくなるという欠点がある。また、ヘッドスペースの体積は毛髪
化粧料３の粘度と関連しており、毛髪化粧料３の粘度が低い場合には、比較的小体積のヘ
ッドスペースでも混合を十分に行うことができる。逆に、毛髪化粧料３の粘度が高い場合
には、十分な体積のヘッドスペースを確保する必要がある。
【００３５】
  このように、前記の（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）の要因は相互に影響しあうので、例えば
毛髪化粧料３の粘度が高く、その吐出性や混合性の低下が予測されるときには、液導出路
５１の直径を大きくしたり、容器部４の体積に占めるヘッドスペースの体積の割合を大き
くしたりするといった高度な調整が必要となる。また、容器部４の体積に占めるヘッドス
ペースの体積の割合が大きくなる結果、塗布具１の全長が大きくなることが予想されると
きには、延長部５を短くするといった高度な調整が必要となる。
【００３６】
  以上の状況を踏まえ、本発明者らは種々検討した結果、液導出路５１における最狭部で
の直径をａ（ｍｍ）とし、毛髪化粧料３の３０℃における粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたと
き、ａ／ｂの値を好ましくは０．１～５、より好ましくは０．２～４、更に好ましくは０
．３～２、一層好ましくは０．４～１とすることで、毛髪化粧料３の吐出性を良好にし得
ること、及び吐出量を容易に制御し得ることを知見した。液導出路５１の横断面が円形で
ある場合、その円の直径が前記の最狭部での直径ａに相当する。液導出路５１の横断面が
円形以外の形状である場合には、該横断面の面積に基づく円相当直径をもって直径ａとす
る。毛髪化粧料３の３０℃における粘度ｂは、Ｂ型粘度計（株式会社トキメック製Ｂ型回
転粘度計（モデルTV-10））を用い、スピンドルＮｏ．４、回転数３０ｒｐｍの条件下に
３０℃で１分間測定された値である。ただし、粘度が２Ｐａ・ｓを超える場合は、Ｂ型粘
度計（株式会社トキメック製Ｂ８Ｒ型回転粘度計（モデルTVB-10））を用い、スピンドル
Ｎｏ.Ｔ－Ｃ、回転数１０ｒｐｍの条件下に３０℃で１分間回転させた後の値とする。な
お、組成物Ａ、Ｂ及びＣを混合後ただちに測定するものとし、反応熱による温度変化は無
視するものとする。
【００３７】
  本発明の毛髪化粧品が、前記の関係を満たす場合、液導出路５１の直径ａの値そのもの
は、好ましくは２～５０ｍｍ、更に好ましくは３～３０ｍｍ、一層好ましくは３～１５ｍ
ｍ、更に一層好ましくは５～１０ｍｍとする。液導出路５１の直径ａをこの範囲内に設定
することで、毛髪化粧料３の吐出性、及び吐出量の制御が良好になるばかりでなく、塗布
具１を手で把持したときの保持性も良好になり、また塗布具１のデザイン性も高くなる。
一方、毛髪化粧料３の粘度そのものは、３０℃において３～３０Ｐａ・ｓであり、５～１
５Ｐａ・ｓであることが好ましく、７～１３Ｐａ・ｓであることが更に好ましく、８．５
～１３Ｐａ・ｓであることが一層好ましい。毛髪化粧料３の粘度をこの範囲に設定するこ
とで、該毛髪化粧料３の吐出性が良好になるばかりでなく、塗布時に毛髪化粧料３が垂れ
落ちることが効果的に防止され、かつ毛髪上での毛髪化粧料３の延び性も良好になる。特
に、本発明で用いる毛髪化粧料３は、粉末成分を含む液状体のものであるという特殊な状
態の流動体であるところ、前記のａ／ｂの関係は、かかる特殊な状態の流動体に特有のも
のである。
【００３８】
  本発明の毛髪化粧品は、前記の関係を有することに加えて、又はそれに代えて、以下の
関係を満たすことが好ましい。すなわち、容器部４の体積に占める、毛髪化粧料３が収容
された状態での該容器部４のヘッドスペースの体積の割合をｃ（％）としたとき、ｃ／ｂ
の値が０．５～１５であることが好ましく、０．６～１３であることがより好ましく、０
．８～１０であることが更に好ましく、１～７であることが一層好ましい。ｃ／ｂの値は
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、容器部４内における毛髪化粧料３の振盪のさせやすさの尺度である。そしてｃ／ｂの値
が前記の範囲内であれば、各組成物（特に、粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ）の混
合を確実に行うことができるので、目的とする粘度の毛髪化粧料３が得られると共に、毛
髪の染毛又は脱色にムラが生じることを防止することができる。ｃ／ｂの関係も、先に述
べたａ／ｂの関係と同様に、毛髪化粧料３が粉末成分を含む液状体のものであるという特
殊な状態の流動体に特有のものである。
【００３９】
  ｃ／ｂの値との関連で、ヘッドスペースの体積の割合ｃは、好ましくは５～９０％、更
に好ましくは１０～８０％、一層好ましくは１５～７０％である。なお、ヘッドスペース
の体積とは、組成物Ａ、Ｂ及びＣを含有する毛髪化粧料を用いる場合、組成物Ｂが入って
いる容器部４内に組成物Ｃを入れて閉栓し、該容器部４を振盪して混合を促進させ、引き
続き容器部４に組成物Ａを入れて閉栓し、該容器部４を再び振盪して混合を促進させた直
後の状態での容器部４における空間の体積と定義する。また、組成物Ａ'及びＢを含有す
る毛髪化粧料を用いる場合、このヘッドスペースの体積とは、組成物Ｂが入っている容器
部４内に組成物Ａ'を入れて閉栓し、該容器部４を振盪して混合を促進させた直後の状態
での容器部４における空間の体積と定義する。ヘッドスペースの体積の割合は、以下の手
順で測定される。（１）前記のように組成物Ａ、Ｂ及びＣ、又は組成物Ａ'及びＢの混合
を促進させた後での容器部４における毛髪化粧料の上面の高さに印をつける。（２）この
容器部４を空にした後、印を付けた高さまで水を入れてその質量を測定し、その質量を体
積に換算する。その体積をＥ（ｃｍ3）とする。（３）空の容器部４に水をいっぱいに入
れてその質量を測定し、その質量を体積に換算する。その体積をＦ(ｃｍ3)とする。（４
）（１－Ｅ／Ｆ）×１００から算出された値をヘッドスペースの体積の割合とする。この
とき、水の密度を１ｇ/ｃｍ3とする。ヘッドスペースの体積に関連して、容器部４それ自
体の体積は、好ましくは３～３００ｃｍ3、より好ましくは２０～２００ｃｍ3、更に好ま
しくは５０～１６０ｃｍ3とする。容器部４の体積をこの範囲内に設定することで、施術
に必要十分な量の毛髪化粧料３を収容することができる。容器部４の体積との関係で、該
容器部４の横断面積は、０．７～８０ｃｍ2とすることが好ましく、２～６０ｃｍ2とする
ことがより好ましく、３～４０ｃｍ2とすることが更に好ましく、１０～２０ｃｍ2とする
ことが一層好ましい。容器部４の横断面積をこの範囲に設定することで、該容器部４を把
持しやすくなり、ひいてはスクイズしやすくなる。容器部４内に生じた毛髪化粧料３の体
積は、ヘッドスペースの体積の割合ｃが前記の範囲内であることを条件として、２～２０
０ｃｍ3であることが好ましく、２０～１５０ｃｍ3であることがより好ましく、５０～１
３５ｃｍ3であることが更に好ましい。
【００４０】
  本発明の毛髪化粧品においては、塗布具１の全長も、該塗布具１の操作性や、毛髪化粧
料３の吐出性に影響を及ぼす要因の一つである。この観点から、塗布具１の全長、すなわ
ち図１に示す正立状態における最低部から最高部までの長さは、好ましくは５～４０ｃｍ
、より好ましくは１０～４０ｃｍ、更に好ましくは１５～３０ｃｍ、一層好ましくは２０
～２５ｃｍに設定する。
【００４１】
  先に述べたとおり、本発明の毛髪化粧品において用いられる毛髪化粧料３は、粉末成分
を含む液状体のものであるという特殊な性状のものである。この粉末成分は、組成物Ｃ又
は組成物Ａ'に由来する。毛髪化粧料３中での粉末成分の分散性は、該毛髪化粧料３の染
毛又は脱色の性能に影響を及ぼす一因である。したがって、粉末成分の混合及び均一分散
は非常に重要である。ところで、粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ又は組成物Ａ'に
おける粉末成分の表面は疎水的である場合が多い。したがって粉末成分の混合及び均一分
散性を高めるためには、組成物Ａ及びＢ、あるいは毛髪化粧料３は疎水的であること（即
ち、水分量が低いこと）が有利である。特に、粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃを用
いる場合、該組成物Ｃは、組成物Ａ及びＢのうちより疎水的である方（水分量が少ない方
）と予め混合することが前記の観点から有利である。具体的には、組成物Ａ及びＢの何れ
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か一方（組成物Ａ'の場合は、組成物Ｂ）中に含まれる水は、５～９５質量％であること
が好ましく、１０～７５質量％であることがより好ましく、１５～５５質量％であること
が更に好ましく、２０～３５質量％であることが一層好ましい。更に同様の観点から、毛
髪化粧料３中に含まれる水は５～７０質量％であることが好ましく、１０～６０質量％で
あることが更に好ましく、２０～４５質量％であることが一層好ましい。
【００４２】
  また、毛髪化粧料３は、そのｐＨを高めに設定すると、明瞭な施術効果が得られるので
好ましい。しかし、その反面毛髪がダメージを受けやすくなる。したがって、毛髪へのダ
メージを小さくしつつ、明瞭な施術効果を得る観点から、毛髪化粧料３のｐＨは、２５℃
において８．０～１２．５とすることが好ましく、８．０～１１．０とすることが更に好
ましく、８．０～１０．５とすることが一層好ましい。ｐＨは例えば株式会社堀場製作所
製のｐＨメータ  Ｆ－５１によって測定される。
【００４３】
  毛髪化粧料３のｐＨは主としてアルカリ剤を含有する組成物である組成物Ａが支配的で
あるところ、毛髪化粧料３のｐＨを前記の範囲内に設定するためには、組成物Ａに含まれ
るアルカリ剤として炭酸塩又は重炭酸塩を用いることが好ましい。特に、炭酸アンモニウ
ム又は重炭酸アンモニウムを用いることが好ましい。アルカリ剤として炭酸塩又は重炭酸
塩を用いる場合、組成物Ａ、Ｂ及びＣの合計量、又は組成物Ａ'及びＣの合計量に占める
炭酸塩又は重炭酸塩の割合は、毛髪の損傷を抑えると共に、アンモニアの使用量を低減し
、不快な臭いの発生を抑える観点から、０．１～１０質量％であることが好ましく、０．
１～８質量％であることがより好ましく、１～７質量％であることが更に好ましく、２～
６質量％であることが一層好ましい。
【００４４】
  組成物Ａにおいて、炭酸塩又は重炭酸塩以外に用いることのできるアルカリ剤としては
、例えばアンモニア、イソプロパノールアミン、モノエタノールアミン、ジエタノールア
ミン、トリエタノールアミン、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール、水酸化ナト
リウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、ケイ酸ナトリウム、アルギニン等が挙げられ
る。アルカリ剤は１種を単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４５】
  組成物Ａにおけるアルカリ剤の割合は、１～５０質量％とすることが好ましく、１～４
５質量％とすることがより好ましく、５～４０質量％とすることが更に好ましく、１０～
３０質量％とすることが一層好ましい。アルカリ剤の割合をこの範囲に設定することで、
毛髪に過度のダメージを与えることなく、十分な脱色効果が得られる。アルカリ剤以外に
組成物Ａに含まれる成分としては、例えば染料、油性成分、界面活性剤、シリコーン類、
多価アルコール、水等の当該技術分野において従来用いられる成分が挙げられる。
  毛髪化粧料３は、組成物Ａに染料を含有させる場合には毛髪の染毛に用いることができ
、染料を含有させない場合には毛髪の脱色に用いることができる。染料には、酸化染料中
間体、直接染料等を用いることができる。酸化染料中間体としては、通常染毛剤に使われ
る公知のプレカーサー及びカップラーが挙げられ、直接染料としては、公知の酸性染料、
塩基性染料、分散染料、反応性染料等が挙げられる。
【００４６】
  組成物Ｂに関しては、それに含まれる酸化剤として例えば過酸化水素を用いることがで
きる。組成物Ｂにおける酸化剤の割合は、０．１～１５質量％とすることが好ましく、０
．５～１２質量％とすることがより好ましく、１～１０質量％とすることが更に好ましく
、５～１０質量％とすることが一層好ましい。酸化剤の割合をこの範囲に設定することで
、毛髪に過度のダメージを与えることなく、十分な脱色効果が得られる。酸化剤以外に組
成物Ｂに含まれる成分としては、多価アルコール、シリコーン類、界面活性剤、過酸化水
素の安定剤、有機酸又は無機酸、ｐＨ調整剤、水等の当該技術分野において従来用いられ
る成分が挙げられる。
【００４７】
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  組成物Ｃに関しては、それに含まれる粉末状の酸化助剤として例えば過硫酸アンモニウ
ム、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム等の過硫酸塩を用いることができる。組成物Ｃに
おける酸化助剤の割合は、１０～９９質量％とすることが好ましく、２０～８０質量％と
することがより好ましく、３０～７５質量％とすることが更に好ましく、４０～６０質量
％とすることが一層好ましい。酸化助剤の割合をこの範囲に設定することで、十分な脱色
効果が得られる。酸化助剤以外に組成物Ｃに含まれる成分としては、油性成分、炭酸塩や
重炭酸塩などのアルカリ剤、ｐＨ調整剤等の水以外の当該技術分野において従来用いられ
る成分が挙げられる。
【００４８】
  組成物Ａ'に関しては、先に述べた組成物Ａに含まれるアルカリ剤と、組成物Ｃに含ま
れる酸化助剤とを含むものが用いられる。特に粉末状のアルカリ剤と粉末状の酸化助剤と
を含み、安定性の観点から全体として粉状態であるものを用いることが好ましい。
【００４９】
  以上の各成分以外に、種々の配合目的で、当該技術分野において従来用いられている成
分をいずれかの組成物中に配合してもよい。このような種々の成分の配合目的としては、
浸透促進、パール化、防腐、金属封鎖、安定化、酸化防止、紫外線吸収、保湿、製品着色
、コンディショニング、増粘、賦形、溶解、付香等を挙げることができる。より具体的に
は、動植物油脂、湿潤剤、安定剤、溶剤、増粘剤、賦形剤、コンディショニング剤、高級
脂肪酸、防腐剤、キレート剤、タンパク質、タンパク質加水分解物、アミノ酸、植物抽出
物、紫外線吸収剤、ビタミン、着色剤、香料等が挙げられる。更に具体的には、８－キノ
リノール硫酸塩、ＥＤＴＡ－２Ｎａ、ＥＤＴＡ－４Ｎａ、アーモンドタンパク、アラニン
、アルギニン、イソステアリルグリセリル、イソステアリルグリセリルペンタエリスリチ
ル、イソプロパノール、エタノール、エチドロン酸、エチルパラベン、オレイン酸、カー
ボンブラック、カミツレエキス、キサンタンガム、グリセリン、グンジョウ、ケイソウ土
、コーンスターチ、酸化チタン、シリカ、ステアリン酸、ステアリン酸カルシウム、セル
ロースガム、ソルビン酸Ｋ、炭酸マグネシウム、ツバキ油、ナイアシンアミド、パンテノ
ール、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシステアリン酸グリセリル、ヒバマタエキ
ス、プロパノール、プロピレングリコール、ベンジルアルコール、ベンゾフェノン－３、
ベンゾフェノン－４、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタモウム－６、ポリクオタニウ
ム－１０、ミネラルオイル、ミリスチン酸、メチルパラベン、ラウリン酸、ローズマリー
油、黄鉛、加水分解アーモンドタンパク、加水分解コムギタンパク、小麦胚芽タンパク等
が挙げられる。
【００５０】
  前記の組成物Ａ、Ｂ及びＣ、又は組成物Ａ'及びＣは、それらの組成物の合計量に占め
るアルカリ剤の割合が、好ましくは０．５～３０質量％、より好ましくは１～２５質量％
となり、更に好ましくは５～１５質量％となり、一層好ましくは７～９質量％となり、酸
化剤の割合が、好ましくは１～１０質量％、より好ましくは２～７質量％となり、更に好
ましくは３～６質量％となり、酸化助剤の割合が、好ましくは１～４０質量％、より好ま
しくは１～３０質量％、更に好ましくは１～２０質量％、一層好ましくは２～１０質量％
となるように混合される。
【００５１】
  以上、本発明をその好ましい実施形態に基づき説明したが、本発明は前記の実施形態に
制限されない。例えば前記の実施形態で用いた塗布具１における塗布部２の櫛歯２２は略
円環状に配置されていたが、これに代えて、各櫛歯２２が剤吐出口２１を囲繞するように
配置されている限り、各櫛歯２２は略円環状以外の配置状態になっていてもよい。例えば
各櫛歯２２の描く軌跡が長円形や楕円形等の異方性を有する形状となるような配置状態に
なっていてもよい。
【００５２】
  また前記の実施形態の毛髪化粧品は、組成物Ａ、Ｂ及びＣを有するいわゆる三剤式のも
のであるか、又は組成物Ａ'及びＢを有するいわゆる二剤式のものであったが、これに加
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えて組成物Ｄとして動植物抽出物等の感触向上剤を含む組成物を用いてもよい。
【００５３】
　上述した実施形態に関し、本発明はさらに以下の毛髪化粧品及び毛髪の染毛又は脱色方
法を開示する。
【００５４】
＜１＞
  アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；
  粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
  組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓ、
好ましくは５～１５Ｐａ・ｓ、更に好ましくは７～１３Ｐａ・ｓ、一層好ましくは８．５
～１３Ｐａ・ｓである毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する
塗布部、及び該容器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛
髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
  該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状
に配置された複数の櫛歯を有する毛髪化粧品。
【００５５】
＜２＞
  アルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ａ'；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；並びに
  組成物Ａ'及びＢの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓ、好
ましくは５～１５Ｐａ・ｓ、更に好ましくは７～１３Ｐａ・ｓ、一層好ましくは８．５～
１３Ｐａ・ｓである毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗
布部、及び該容器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛髪
化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
  該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状
に配置された複数の櫛歯を有する毛髪化粧品。
【００５６】
＜３＞
  前記液導出路における最狭部での直径をａ（ｍｍ）とし、前記毛髪化粧料の３０℃にお
ける粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたとき、ａ／ｂの値が０．１～５、好ましくは０．２～４
、更に好ましくは０．３～２、一層好ましくは０．４～１である＜１＞又は＜２＞に記載
の毛髪化粧品。
【００５７】
＜４＞
  前記容器部の体積に占める、前記毛髪化粧料が収容された状態での該容器部のヘッドス
ペースの体積の割合をｃ（％）とし、該毛髪化粧料の３０℃における粘度をｂ（Ｐａ・ｓ
）としたとき、ｃ／ｂの値が０．５～１５、好ましくは０．６～１３、更に好ましくは０
．８～１０、一層好ましくは１～７である＜１＞ないし＜３＞のいずれか一項に記載の毛
髪化粧品。
【００５８】
＜５＞
  前記毛髪化粧料が、粉末成分を含む液状体である＜１＞ないし＜４＞のいずれか一項に
記載の毛髪化粧品。
【００５９】
＜６＞
  前記毛髪化粧料の２５℃におけるｐＨが８～１２．５、好ましくは８．０～１１．０、
更に好ましくは８．０～１０．５である＜１＞ないし＜５＞のいずれか一項に記載の毛髪
化粧品。
【００６０】



(16) JP 5990032 B2 2016.9.7

10

20

30

40

50

＜７＞
  前記毛髪化粧料塗布具はその全長が５～４０ｃｍ、好ましくは１０～４０ｃｍ、更に好
ましくは１５～３０ｃｍ、一層好ましくは２０～２５ｃｍである＜１＞ないし＜６＞のい
ずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【００６１】
＜８＞
　組成物Ａは、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であって
も良く、好ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体であり、
　組成物Ａは、更に染料を含有する＜１＞に記載の毛髪化粧品。
【００６２】
＜９＞
　組成物Ａはアルカリ剤として炭酸塩又は重炭酸塩を含有する＜１＞又は＜８＞に記載の
毛髪化粧品。
【００６３】
＜１０＞
　組成物Ａにおけるアルカリ剤の割合は、１～５０質量％とすることが好ましく、１～４
５質量％とすることがより好ましく、５～４０質量％とすることが更に好ましく、１０～
３０質量％とすることが一層好ましい＜９＞に記載の毛髪化粧品。
【００６４】
＜１１＞
　組成物Ａ'は、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であっ
ても良く、好ましくは粉状体又はペースト状体であり、より好ましくは粉状体であり、
　組成物Ａ’は、更に染料を含有する＜２＞に記載の毛髪化粧品。
【００６５】
＜１２＞
　組成物Ｂは液状体であっても、又はクリーム状体乃至ペースト状体であっても良いが、
好ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体である＜１＞ないし＜
１１＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【００６６】
＜１３＞
　組成物Ｂにおける酸化剤の割合は、０．１～１５質量％とすることが好ましく、０．５
～１２質量％とすることがより好ましく、１～１０質量％とすることが更に好ましく、５
～１０質量％とすることが一層好ましい＜１２＞に記載の毛髪化粧品。
 
【００６７】
＜１４＞
　組成物Ｃは酸化助剤として過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム等
の過硫酸塩を含有する＜１＞に記載の毛髪化粧品。
【００６８】
＜１５＞
　組成物Ｃにおける酸化助剤の割合は、１０～９９質量％とすることが好ましく、２０～
８０質量％とすることがより好ましく、３０～７５質量％とすることが更に好ましく、４
０～６０質量％とすることが一層好ましい＜１４＞に記載の毛髪化粧品。
【００６９】
＜１６＞
　毛髪化粧料中の炭酸塩又は重炭酸塩が０．１～１０質量％であることが好ましく、０．
１～８質量％であることがより好ましく、１～７質量％であることが更に好ましく、２～
６質量％であることが一層好ましい＜１＞ないし＜１５＞のいずれか一項に記載の毛髪化
粧品。
【００７０】
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＜１７＞
　毛髪化粧料中のアルカリ剤の割合が、好ましくは０．５～３０質量％、より好ましくは
１～２５質量％となり、更に好ましくは５～１５質量％となり、一層好ましくは７～９質
量％となるように混合される＜１＞ないし＜１６＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【００７１】
＜１８＞
　毛髪化粧料中の酸化剤の割合が、好ましくは１～１０質量％、より好ましくは２～７質
量％となり、更に好ましくは３～６質量％となり、酸化助剤の割合が、好ましくは１～４
０質量％、より好ましくは１～３０質量％、更に好ましくは１～２０質量％、一層好まし
くは２～１０質量％となるように混合される＜１＞ないし＜１７＞のいずれか一項に記載
の毛髪化粧品。
【００７２】
＜１９＞
　毛髪化粧料中に含まれる水が５～７０質量％であることが好ましく、１０～６０質量％
であることが更に好ましく、２０～４５質量％であることが一層好ましい＜１＞ないし＜
１８＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【００７３】
＜２０＞
　容器部が、スクイズ可能な有底筒状の外容器と、外容器内に配置され、口部が外容器の
円筒状の口部内面に気密に接合された内袋とを有する容器本体と、容器本体の口首部に取
り付けられる逆止弁付きの接続キャップとからなる二重構造の容器である＜１＞ないし＜
１９＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【００７４】
＜２１＞
　液導出路の直径ａの値そのものが、好ましくは２～５０ｍｍ、更に好ましくは３～３０
ｍｍ、一層好ましくは３～１５ｍｍ、更に一層好ましくは５～１０ｍｍである＜１＞ない
し＜２０＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【００７５】
＜２２＞
　ヘッドスペースの体積の割合ｃが、好ましくは５～９０％、更に好ましくは１０～８０
％、一層好ましくは１５～７０％である＜４＞に記載の毛髪化粧品。
【００７６】
＜２３＞
　櫛歯の高さが５～３０ｍｍであることが好ましく、更に好ましくは５～２０ｍｍであり
、一層好ましくは７～１７ｍｍであり、
　櫛歯の基端部の断面中心が外接して通る円状ラインの内径Ｌ４が、５～３０ｍｍである
ことが好ましく、より好ましくは５～２０ｍｍ、更に好ましくは５～１５ｍｍであり、一
層好ましくは８～１３ｍｍであり、
　櫛歯の幅Ｗが、０．１～５ｍｍであることが好ましく、より好ましくは０．１～３ｍｍ
であり、更に好ましくは０．５～２．５ｍｍである＜１＞ないし＜２２＞のいずれか一項
に記載の毛髪化粧品。
【００７７】
＜２４＞
  アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；
  粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
  組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓ、
好ましくは５～１５Ｐａ・ｓ、更に好ましくは７～１３Ｐａ・ｓ、一層好ましくは８．５
～１３Ｐａ・ｓである毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する
塗布部、及び該容器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛
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髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、
該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状に配置された複数の櫛歯を有する毛髪化
粧品を用いた毛髪の染毛又は脱色方法であって、
  以下の工程１）ないし３）を有する毛髪の染毛又は脱色方法。
  １）前記組成物Ａ、Ｂ及びＣを、前記容器部内において混合して、該容器部内において
前記毛髪化粧料を生じさせる工程。
  ２）前記毛髪化粧料を収容した前記容器部と、前記塗布部と、前記延長部とを組み付け
られた状態の毛髪化粧料塗布具を用い、前記延長部の前記液導出路を介して、前記容器部
から前記塗布部へ前記毛髪化粧料を供給する工程。
  ３）前記塗布部に供給された前記毛髪化粧料を毛髪に塗布する工程。
【００７８】
＜２５＞
  アルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ａ'；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；並びに
  組成物Ａ'及びＢの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓ、好
ましくは５～１５Ｐａ・ｓ、更に好ましくは７～１３Ｐａ・ｓ、一層好ましくは８．５～
１３Ｐａ・ｓである毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗
布部、及び該容器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛髪
化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、該塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該
櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように略円環状に配置された複数の櫛歯を有する毛髪化粧
品を用いた毛髪の染毛又は脱色方法であって、
  以下の工程１）ないし３）を有する毛髪の染毛又は脱色方法。
  １）前記組成物Ａ’及びＢを、前記容器部内において混合して、該容器部内において前
記毛髪化粧料を生じさせる工程。
  ２）前記毛髪化粧料を収容した前記容器部と、前記塗布部と、前記延長部とを組み付け
られた状態の毛髪化粧料塗布具を用い、前記延長部の前記液導出路を介して、前記容器部
から前記塗布部へ前記毛髪化粧料を供給する工程。
  ３）前記塗布部に供給された前記毛髪化粧料を毛髪に塗布する工程。
【００７９】
＜２６＞
  前記組成物Ａ、Ｂ及びＣを前記容器部内に入れた後、該容器部の開口部を、閉栓部材で
閉塞するか又は前記延長部で閉塞し、その閉塞状態下に該組成物Ａ、Ｂ及びＣを該容器部
内で混合する＜２４＞に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００８０】
＜２７＞
　組成物Ａは、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であって
も良く、好ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体であり、
　組成物Ａは、更に染料を含有する＜２４＞に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００８１】
＜２８＞
　組成物Ａはアルカリ剤として炭酸塩又は重炭酸塩を含有する＜２４＞又は＜２７＞に記
載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００８２】
＜２９＞
　組成物Ａにおけるアルカリ剤の割合は、１～５０質量％とすることが好ましく、１～４
５質量％とすることがより好ましく、５～４０質量％とすることが更に好ましく、１０～
３０質量％とすることが一層好ましい＜２８＞に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００８３】
＜３０＞
　組成物Ａ'は、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であっ
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ても良く、好ましくは粉状体又はペースト状体であり、より好ましくは粉状体であり、
　組成物Ａ’は、更に染料を含有する＜２５＞に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００８４】
＜３１＞
　組成物Ｂは液状体であっても、又はクリーム状体乃至ペースト状体であっても良いが、
好ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体である＜２４＞ないし
＜３０＞のいずれか一項に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００８５】
＜３２＞
　組成物Ｂにおける酸化剤の割合は、０．１～１５質量％とすることが好ましく、０．５
～１２質量％とすることがより好ましく、１～１０質量％とすることが更に好ましく、５
～１０質量％とすることが一層好ましい＜３１＞に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
 
【００８６】
＜３３＞
　組成物Ｃは酸化助剤として過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム等
の過硫酸塩を含有する＜２４＞ないし＜３２＞のいずれか一項に記載の毛髪の染毛又は脱
色方法。
【００８７】
＜３４＞
　組成物Ｃにおける酸化助剤の割合は、１０～９９質量％とすることが好ましく、２０～
８０質量％とすることがより好ましく、３０～７５質量％とすることが更に好ましく、４
０～６０質量％とすることが一層好ましい＜３３＞に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００８８】
＜３５＞
　毛髪化粧料中の炭酸塩又は重炭酸塩が０．１～１０質量％であることが好ましく、０．
１～８質量％であることがより好ましく、１～７質量％であることが更に好ましく、２～
６質量％であることが一層好ましい＜２４＞ないし＜３４＞のいずれか一項に記載の毛髪
の染毛又は脱色方法。
【００８９】
＜３６＞
　毛髪化粧料中のアルカリ剤の割合が、好ましくは０．５～３０質量％、より好ましくは
１～２５質量％となり、更に好ましくは５～１５質量％となり、一層好ましくは７～９質
量％となるように混合される＜２４＞ないし＜３５＞のいずれか一項に記載の毛髪の染毛
又は脱色方法。
【００９０】
＜３７＞
　毛髪化粧料中の酸化剤の割合が、好ましくは１～１０質量％、より好ましくは２～７質
量％となり、更に好ましくは３～６質量％となり、酸化助剤の割合が、好ましくは１～４
０質量％、より好ましくは１～３０質量％、更に好ましくは１～２０質量％、一層好まし
くは２～１０質量％となるように混合される＜２４＞ないし＜３６＞のいずれか一項に記
載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００９１】
＜３８＞
　毛髪化粧料中に含まれる水が５～７０質量％であることが好ましく、１０～６０質量％
であることが更に好ましく、２０～４５質量％であることが一層好ましい＜２４＞ないし
＜３７＞のいずれか一項に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００９２】
＜３９＞
　容器部が、スクイズ可能な有底筒状の外容器と、外容器内に配置され、口部が外容器の
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円筒状の口部内面に気密に接合された内袋とを有する容器本体と、容器本体の口首部に取
り付けられる逆止弁付きの接続キャップとからなる二重構造の容器である＜２４＞ないし
＜３８＞のいずれか一項に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００９３】
＜４０＞
　液導出路の直径ａの値そのものが、好ましくは２～５０ｍｍ、更に好ましくは３～３０
ｍｍ、一層好ましくは３～１５ｍｍ、更に一層好ましくは５～１０ｍｍである＜２４＞な
いし＜３９＞のいずれか一項に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００９４】
＜４１＞
　櫛歯の高さが５～３０ｍｍであることが好ましく、更に好ましくは５～２０ｍｍであり
、一層好ましくは７～１７ｍｍであり、
　櫛歯の基端部の断面中心が外接して通る円状ラインの内径Ｌ４が、５～３０ｍｍである
ことが好ましく、より好ましくは５～２０ｍｍ、更に好ましくは５～１５ｍｍであり、一
層好ましくは８～１３ｍｍであり、
　櫛歯の幅Ｗが、０．１～５ｍｍであることが好ましく、より好ましくは０．１～３ｍｍ
であり、更に好ましくは０．５～２．５ｍｍである＜２４＞ないし＜４０＞のいずれか一
項に記載の毛髪の染毛又は脱色方法。
【００９５】
＜４２＞
  アルカリ剤を含有する組成物Ａ；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；
  粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ｃ；並びに
  組成物Ａ、Ｂ及びＣの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓ、
好ましくは５～１５Ｐａ・ｓ、更に好ましくは７～１３Ｐａ・ｓ、一層好ましくは８．５
～１３Ｐａ・ｓである毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する
塗布部、及び該容器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛
髪化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
  前記毛髪化粧料の２５℃におけるｐＨが８．０～１２．５、好ましくは８．０～１１．
０、更に好ましくは８．０～１０．５であり、
  前記液導出路における最狭部での直径をａ（ｍｍ）とし、前記毛髪化粧料の３０℃にお
ける粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたとき、ａ／ｂの値が０．１～５、好ましくは０．２～４
、更に好ましくは０．３～２、一層好ましくは０．４～１であり、
  前記容器部の体積に占める、前記毛髪化粧料が収容された状態での該容器部のヘッドス
ペースの体積の割合をｃ（％）としたとき、ｃ／ｂの値が０．５～１５、好ましくは０．
６～１３、更に好ましくは０．８～１０、一層好ましくは１～７であり、
  前記毛髪化粧料塗布具はその全長が５～４０ｃｍ、好ましくは１０～４０ｃｍ、更に好
ましくは１５～３０ｃｍ、一層好ましくは２０～２５ｃｍである、毛髪化粧品。
【００９６】
＜４３＞
  アルカリ剤及び粉末状の酸化助剤を含有する組成物Ａ'；
  酸化剤を含有する組成物Ｂ；並びに
  組成物Ａ'及びＢの混合によって生じる、３０℃における粘度が３～３０Ｐａ・ｓ、好
ましくは５～１５Ｐａ・ｓ、更に好ましくは７～１３Ｐａ・ｓ、一層好ましくは８．５～
１３Ｐａ・ｓである毛髪化粧料を収容する容器部、該毛髪化粧料を毛髪の束に塗布する塗
布部、及び該容器部と該塗布部とを連通する液導出路を有する延長部から構成される毛髪
化粧料塗布具；を具備する毛髪化粧品であって、
  前記毛髪化粧料の２５℃におけるｐＨが８．０～１２．５、好ましくは８．０～１１．
０、更に好ましくは８．０～１０．５であり、
  前記液導出路における最狭部での直径をａ（ｍｍ）とし、前記毛髪化粧料の３０℃にお
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ける粘度をｂ（Ｐａ・ｓ）としたとき、ａ／ｂの値が０．１～５、好ましくは０．２～４
、更に好ましくは０．３～２、一層好ましくは０．４～１であり、
  前記容器部の体積に占める、前記毛髪化粧料が収容された状態での該容器部のヘッドス
ペースの体積の割合をｃ（％）としたとき、ｃ／ｂの値が０．５～１５、好ましくは０．
６～１３、更に好ましくは０．８～１０、一層好ましくは１～７であり、
  前記毛髪化粧料塗布具はその全長が５～４０ｃｍ、好ましくは１０～４０ｃｍ、更に好
ましくは１５～３０ｃｍ、一層好ましくは２０～２５ｃｍである、毛髪化粧品。
【００９７】
＜４４＞
  前記塗布部が、吐出口及び櫛部を有し、該櫛部が、該吐出口の周囲を囲むように配置さ
れた複数の櫛歯を有する＜４２＞又は＜４３＞に記載の毛髪化粧品。
【００９８】
＜４５＞
  前記櫛歯が略円環状に配置されている＜４４＞に記載の毛髪化粧品。
【００９９】
＜４６＞
　組成物Ａは、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であって
も良く、好ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体であり、
　組成物Ａは、更に染料を含有する＜４２＞に記載の毛髪化粧品。
【０１００】
＜４７＞
　組成物Ａはアルカリ剤として炭酸塩又は重炭酸塩を含有する＜４２＞又は＜４６＞に記
載の毛髪化粧品。
＜４８＞
　組成物Ａにおけるアルカリ剤の割合は、１～５０質量％とすることが好ましく、１～４
５質量％とすることがより好ましく、５～４０質量％とすることが更に好ましく、１０～
３０質量％とすることが一層好ましい＜４７＞に記載の毛髪化粧品。
【０１０１】
＜４９＞
　組成物Ａ'は、液状体であっても、クリーム状体乃至ペースト状体、又は粉状体であっ
ても良く、好ましくは粉状体又はペースト状体であり、より好ましくは粉状体であり、
　組成物Ａ’は、更に染料を含有する＜４３＞に記載の毛髪化粧品。
【０１０２】
＜５０＞
　組成物Ｂは液状体であっても、又はクリーム状体乃至ペースト状体であっても良いが、
好ましくは液状体又はクリーム状体であり、より好ましくは液状体である＜４２＞ないし
＜４９＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【０１０３】
＜５１＞
　組成物Ｂにおける酸化剤の割合は、０．１～１５質量％とすることが好ましく、０．５
～１２質量％とすることがより好ましく、１～１０質量％とすることが更に好ましく、５
～１０質量％とすることが一層好ましい＜５０＞に記載の毛髪化粧品。
【０１０４】
＜５２＞
　組成物Ｃは酸化助剤として過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム等
の過硫酸塩を含有する＜４２＞に記載の毛髪化粧品。
【０１０５】
＜５３＞
　組成物Ｃにおける酸化助剤の割合は、１０～９９質量％とすることが好ましく、２０～
８０質量％とすることがより好ましく、３０～７５質量％とすることが更に好ましく、４
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０～６０質量％とすることが一層好ましい＜５２＞に記載の毛髪化粧品。
【０１０６】
＜５４＞
　毛髪化粧料中の炭酸塩又は重炭酸塩が０．１～１０質量％であることが好ましく、０．
１～８質量％であることがより好ましく、１～７質量％であることが更に好ましく、２～
６質量％であることが一層好ましい＜４２＞ないし＜５３＞のいずれか一項に記載の毛髪
化粧品。
【０１０７】
＜５５＞
　毛髪化粧料中のアルカリ剤の割合が、好ましくは０．５～３０質量％、より好ましくは
１～２５質量％となり、更に好ましくは５～１５質量％となり、一層好ましくは７～９質
量％となるように混合される＜４２＞ないし＜５４＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品
。
【０１０８】
＜５６＞
　毛髪化粧料中の酸化剤の割合が、好ましくは１～１０質量％、より好ましくは２～７質
量％となり、更に好ましくは３～６質量％となり、酸化助剤の割合が、好ましくは１～４
０質量％、より好ましくは１～３０質量％、更に好ましくは１～２０質量％、一層好まし
くは２～１０質量％となるように混合される＜４２＞ないし＜５５＞のいずれか一項に記
載の毛髪化粧品。
【０１０９】
＜５７＞
　毛髪化粧料中に含まれる水が５～７０質量％であることが好ましく、１０～６０質量％
であることが更に好ましく、２０～４５質量％であることが一層好ましい＜４２＞ないし
＜５６＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【０１１０】
＜５８＞
　容器部が、スクイズ可能な有底筒状の外容器と、外容器内に配置され、口部が外容器の
円筒状の口部内面に気密に接合された内袋とを有する容器本体と、容器本体の口首部に取
り付けられる逆止弁付きの接続キャップとからなる二重構造の容器である＜４２＞ないし
＜５７＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【０１１１】
＜５９＞
　液導出路の直径ａの値そのものが、好ましくは２～５０ｍｍ、更に好ましくは３～３０
ｍｍ、一層好ましくは３～１５ｍｍ、更に一層好ましくは５～１０ｍｍである＜４２＞な
いし＜５８＞のいずれか一項に記載の毛髪化粧品。
【０１１２】
＜６０＞
　ヘッドスペースの体積の割合ｃが、好ましくは５～９０％、更に好ましくは１０～８０
％、一層好ましくは１５～７０％である＜４２＞ないし＜５９＞のいずれか一項に記載の
毛髪化粧品。
【０１１３】
＜６１＞
　櫛歯の高さが５～３０ｍｍであることが好ましく、更に好ましくは５～２０ｍｍであり
、一層好ましくは７～１７ｍｍであり、
　櫛歯の基端部の断面中心が外接して通る円状ラインの内径Ｌ４が、５～３０ｍｍである
ことが好ましく、より好ましくは５～２０ｍｍ、更に好ましくは５～１５ｍｍであり、一
層好ましくは８～１３ｍｍであり、
　櫛歯の幅Ｗが、０．１～５ｍｍであることが好ましく、より好ましくは０．１～３ｍｍ
であり、更に好ましくは０．５～２．５ｍｍである＜４４＞又は＜４５＞に記載の毛髪化
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粧品。
【実施例】
【０１１４】
  以下、実施例により本発明を更に詳細に説明する。しかしながら本発明の範囲は、かか
る実施例に制限されない。
【０１１５】
    〔実施例１〕
  以下の表１ないし３に示す組成を有する組成物Ａ、Ｂ及びＣを調製した。各組成物はそ
れぞれ独立に別個の容器に収納した。組成物Ａを収納する容器は体積が３７ｃｍ3のボト
ルであり、そこに３５ｇの組成物Ａを収納した。組成物Ｂを収納する容器は体積が１４９
ｃｍ3のボトルであり、そこに５０ｇの組成物Ｂを収納した。この組成物Ｂを収納したボ
トルは、図１における符号４で示される容器部と同様の形状及び構造を有しており、スク
イズ可能な有底筒状の外容器と、外容器内に配置され、口部が外容器の円筒状の口部内面
に気密に接合された内袋とを有する二重構造の樹脂製のものであった。組成物Ｃは、遮光
性でかつガスバリア性のパウチに１５ｇ収納した。
【０１１６】
  組成物Ｃを収納するパウチを開封し、該組成物Ｃを、組成物Ｂを収納するボトル内に入
れた。そして該ボトルを閉栓した状態で該ボトルを振盪して混合を促進させた。次いで組
成物Ａを収納するボトルを開栓し、該組成物Ａを、組成物Ｂ及びＣが混合されているボト
ル内に入れた。該ボトルを再び閉栓し、この状態で該ボトルを再び振盪して組成物Ａ、Ｂ
及びＣの混合を促進させた。このようにして組成物Ａ、Ｂ及びＣが十分に混合させて毛髪
化粧料を生じさせた。この時点でのボトルの容積に対するヘッドスペースの割合は表１に
示すとおりであった。得られた毛髪化粧料３は粉末成分を含む液状体であった。毛髪化粧
料３の３０℃における粘度及びｐＨは表１に示すとおりであった。
【０１１７】
  次いで、毛髪化粧料３が収容されているボトルを開栓し、その開口部に、図１における
接続キャップ４５、延長部５及び塗布部２が結合した状態の部材を組み付けて、同図に示
す塗布具１を完成させた。延長部５、塗布部２及び容器部４の寸法は表１に示すとおりで
ある。
【０１１８】
  容器部４を把持してスクイズし、毛髪化粧料３を、延長部５を介して容器部４から塗布
部２へ供給し、塗布部２の複数の櫛歯２２で囲まれた領域に保持させた。塗布部２をマネ
キンヘッドの毛髪の根元部に当て、毛先方向へ移動させて毛髪化粧料３を塗布した。この
とき、塗布部２に保持した毛髪化粧料３を塗布の途中で使い切ってしまい毛先まで塗布で
きない場合には、塗布の途中で容器部４を軽くスクイズして毛髪化粧料３を塗布部に供給
しながら塗布を行った。
【０１１９】
  以上の操作を、染毛及び脱色等の施術経験の豊富な１０人のパネラーに行わせ、各組成
物の混合のしやすさ、並びに毛髪化粧料３の吐出のしやすさ、塗布のしやすさ、延ばしや
すさ及び垂れ落ちのしにくさの各項目に関して、一般消費者向け製品として合格、不合格
のいずれと思うかの評価を行わせた。そして、１０人のパネラーのうち、８人以上が合格
と評価したものを合格とした。その結果を以下の表４に示す。
【０１２０】
    〔実施例２ないし５〕
  表１ないし４に示す条件を用いる以外は実施例１と同様にして毛髪化粧品を得た。得ら
れた毛髪化粧品について実施例１と同様の評価を行った。その結果を以下の表４に示す。
【０１２１】
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【表１】

【０１２２】
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【表２】

【０１２３】
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【表３】

【０１２４】
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【表４】

【０１２５】
  表４に示す結果から明らかなとおり、各実施例の毛髪化粧品は、各組成物の混合を行い
やすいものであることが判る。また毛髪化粧料３の吐出及び塗布が行いやすいものである
ことも判る。更に、毛髪化粧料３の塗布操作において該毛髪化粧料３を塗り延ばしやすく
、しかも垂れ落ちがしづらいことも判る。
【０１２６】
　　〔実施例６〕
　以下の表５ないし８に示す組成物Ａ、Ｂ及びＣを調製した。これらの組成物を用いる以
外は実施例１と同様にして毛髪化粧料の塗布を行った。塗布は、染毛及び脱色等の施術経
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験の豊富な１０人のパネラーに行わせ、これらのパネラーに、容器からの毛髪化粧料の出
しやすさ、塗布部での毛髪化粧料の保持しやすさ、及び毛髪化粧料の塗布しやすさの観点
から評価させた。評価方法は以下のとおりである。その結果を以下の表８に示す。なお、
毛髪化粧料の粘度の測定は、その粘度の値に応じ、上述した方法で行った。
【０１２７】
　　〔容器からの毛髪化粧料の出しやすさ〕
　容器部４を手で把持することで、剤吐出口２１から毛髪化粧料を吐出させるときの吐出
のさせやすさを以下の基準で評価した。
Ａ：容器部４を片手で把持するだけで毛髪化粧料を容易に吐出させることができる。
Ｂ：容器部４を片手で強く把持すると、毛髪化粧料を吐出させることができる。
Ｃ：容器部４を両手で把持すると、毛髪化粧料を吐出させることができる。
【０１２８】
　〔塗布部での毛髪化粧料の保持しやすさ〕
　容器部４を手で把持することで、剤吐出口２１から毛髪化粧料を吐出させるときの塗布
部２での毛髪化粧料の保持しやすさを以下の基準で評価した。
Ａ：毛髪化粧料が塗布部２から垂れることなく、毛髪化粧料を櫛歯２２の先端部まで充た
すことができる。
Ｂ：毛髪化粧料が櫛歯２２の隙間から漏れ出す。
Ｃ： 毛髪化粧料を塗布部２に収容させることができないため、評価できない。
【０１２９】
　　〔毛髪化粧料の塗布しやすさ〕
　株式会社ビューラックス社製のウィッグ（平均毛髪径約５０μｍ、毛髪密度１５０本／
ｃｍ2）を、髪の長さが３０ｃｍになるようにカットした。容器部４を手で把持すること
で、剤吐出口２１から毛髪化粧料を吐出させ、このウィッグの根元から先端にかけて毛髪
化粧料を塗布したときの塗布のしやすさを以下の基準で評価した。
Ａ：毛髪化粧料を根元から髪の先端（３０ｃｍ）まで、均一に塗布することができる。
Ｂ：毛髪化粧料を根元から髪の途中（３０ｃｍ未満）まで、均一に塗布することができる
。
Ｃ：毛髪化粧料を根元から髪を塗布できるが、均一には塗布できない。
Ｄ：毛髪化粧料を塗布部に収容させることができないため、塗布できない。
【０１３０】
　　〔実施例７及び８並びに比較例１ないし３〕
　毛髪化粧料における組成物Ｃの比率を実施例６と同様にし、かつ組成物Ａと組成物Ｂと
の比率を表８に示す値とする以外は、実施例６と同様にして毛髪化粧料の塗布を行い、実
施例６と同様の評価を行った。その結果を表８に示す。
【０１３１】
　　〔実施例９〕
　毛髪化粧料における組成物Ａ，Ｂ及びＣの比率を表９に示す値とする以外は、実施例６
と同様にして毛髪化粧料の塗布を行い、実施例６と同様の評価を行った。その結果を表９
に示す。
【０１３２】
　　〔実施例１０ないし１２及び比較例４〕
　毛髪化粧料における組成物Ａと組成物Ｂとの比率を実施例９と同様にし、かつ組成物Ｃ
の比率を表９に示す値とする以外は、実施例６と同様にして毛髪化粧料の塗布を行い、実
施例６と同様の評価を行った。その結果を表９に示す。
【０１３３】
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【表５】

【０１３４】
【表６】

【０１３５】
【表７】
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【０１３６】
【表８】

【０１３７】
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【表９】

【０１３８】
　表８及び表９に示す結果から明らかなとおり、実施例６ないし１２によれば、毛髪化粧
料を首尾よく塗布できることが判る。これに対して、毛髪化粧料の粘度が過度に低い比較
例１ないし４では、塗布に不都合が生じることが判る。
【符号の説明】
【０１３９】
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１  毛髪化粧料塗布具
２  塗布部
  ２１  剤吐出口
  ２２  櫛歯
３  毛髪化粧料
４  容器部
  ４１  容器本体
  ４５  接続キャップ
５  延長部
  ５１  液流出路

【図１】 【図２】

【図３】
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